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【要約】 

 伝統工芸品と観光開発を組みあわせることがウィンウィンと示しており、政策が効果的

であるかニーズが一致しているかが重要であり、無形文化遺産を対象とした需給モデルを

提案する。分析方法は順序付きロジスティック回帰により、持続可能性の定量的有効性を評

価する。政策マッチングは、工芸品の価格と製造水準の向上に影響を受けることが分かった。

プラットフォーム構築、職人同士の交流、表彰、市場拡大などの支援政策が伝統工芸品の価

格向上、製造技術の向上を図ることができる。政府からの援助といった部分も需要を上げる

働きをする。そして、政策の効果を管理することで伝統工芸を持続的につなぐポイントとな

ってくる。 

【感想】 

 伝統工芸品を観光開発と組み合わせることが、伝統工芸品を持続的につなぐポイントと

る。この論文は中国のものであるため、日本の伝統工芸品と職人さんの数も日本に比べれば

中国は多いが、持続可能性がある政策といったところは通じるところはあるのではないだ

ろうか。日本では職人の人手不足が課題となり、この論文で言っている職人の交流ができな

いといったところがある。市場の拡大するためには、伝統文化の認知度向上させることが必

要だと思った。まずは消費者のニーズと一致させること、これが伝統工芸品の持続可能性の

重要なカギではないかと考える。 

 


